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※ 本資料・講演内容は、講演者の見解を示すものであり、防衛省・自衛隊の見解を代表するものではありません。

陸上自衛隊の概要について＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

令 和 ７ 年 ２ 月 ２ １ 日
防 衛 省 陸 上 幕 僚 監 部
人 事 教 育 部 厚 生 課

【＃１処遇・給与部会説明資料】
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防衛出動

１ 陸上自衛隊の任務・役割

3

治安出動

災害派遣国民保護等派遣



２ 陸上自衛隊の態勢・体制（各部隊等の編制・配置）（１／３）

駐（分）屯地 １３５（２９）個

編 成 定 数 約１５.０万人

常備自衛官定員 約１４.２万人

即応予備自衛官員数 約０.８万人

×××

凡例： 駐（分）屯地

第１師団
第１２旅団
方面直轄部隊

東部方面隊

第４師団

第８師団

第１５旅団
方面直轄部隊

西部方面隊

２０１９年３月開設

２０１９年３月開設

与那国駐屯地

石垣駐屯地

奄美駐屯地

宮古島駐屯地

×

第９師団

東北方面隊

第６師団

方面直轄部隊

中部方面隊

第３師団
第１０師団
第１３旅団
第１４旅団
方面直轄部隊

北部方面隊
第５旅団

第７師団

第１１旅団
方面直轄部隊

第２師団

２０１６年３月開設

２０２３年３月開設

第１空挺団

第１ヘリコプター団

システム通信団

水陸機動団

中央特殊武器防護隊

対特殊武器衛生隊

国際活動教育隊

陸上総隊

中央即応連隊

特殊作戦群

中央情報隊

電子作戦隊
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要員の指定、周到な訓練等を実施して即応態勢を維持し、国内外のあらゆる事態に即応概 要

：方面総監部
：師団等司令部
：地上部隊（情報収集、人命救助等）
：航空科部隊

■ 全国で初動対処部隊が２４時間待機

■ 命令受領後、１時間以内に出動

■ 震度５弱以上で速やかに情報収集

国内での災害発生に常時即応するため、初動対処部隊（「ＦＡＳＴ－Ｆｏｒｃｅ」※）を指定

【全国の待機合計】
人 員： 約 ３，９００名
車 両： 約 １，１００両
航空機： 約４０機

人命救助活動

ヘリ部隊
（各方面隊・師旅団）

地上部隊
（各連隊等）

情報収集

※ First Action SupporT-Force

災害派遣等

ヘリ映伝

２ 陸上自衛隊の態勢・体制（即応態勢）（２／３）
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在外邦人等輸送／保護

警戒監視

■ 沿岸監視部隊（与那国等）を
もって２４時間警戒監視

不発弾処理 国際緊急援助隊

■ 各方面隊の不発弾処理担任
部隊が待機（３０分待機）

■ 医療及び航空の各部隊が待機

■ 第１派：４８時間以内に出国
第２派：５日以内に出国

■ 在外邦人等の輸送、誘導、防護等のため、各部隊が待機
（中央即応連隊、第１ヘリ団、方面隊等）

■ 先遣隊：４８時間以内、主力：３日以内に移動

国際平和協力隊

■ ＰＫＯ等への派遣部隊とし
て、陸上総隊から先遣隊、北方
から １次隊を指定

２ 陸上自衛隊の態勢・体制（即応態勢）（３／３）
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9,959名/19,598名
（5１％）

・幹部候補生（歯科・薬剤含む。）
・防衛大学校学生
・高等工科学校生徒
・航空学生
・防衛医科大学校医学科学生
・防衛医科大学校看護学科学生
・医科・歯科幹部、キャリア採用
幹部、技術曹、貸費学生

一般曹候補生
4,969名／7,230名（69%）

自衛官候補生
3,221名／10,628名（30%）

【一般曹候補生（①）】 【自衛官候補生（②）】 【２士合計（①＋②）】

３ 陸上自衛隊の募集現況

総 括
〇 一般曹候補生は確保率約７０％、自衛官候補生は確保率約３０％であり、
２士種目は大きく採用計画数未達成（合算での確保率約４５％）

〇 陸自２士は、採用計画数に比し確保率39％であり、海空より低調

【令和５年度】
その他

【その他】



総 括

〇 全国異動を経験することによって、「国を守る戦士」としての「使命感」と「責
任感」を醸成
〇 隊員が任務の異なる部隊等における勤務を通じて成長し、採用方面隊等に帰還す
ることにより、部隊及び隊員の「強靭化」を達成

新隊員教育・陸教等

採用方面隊部隊
陸曹としての基本・基礎
ゲリコマ対処能力
大規模災害対処能力

全国異動（他方面）
他地域における勤務を通じ
た人材育成・部隊の活性化

採用方面隊部隊（基準）
小隊陸曹、係陸曹等として

原隊を活性化

方面区内異動
（司令部・地本等）
司令部勤務等を通じた

人材育成

採用方面隊部隊（基準）
最先任上級曹長等として

部隊を活性化

３～６年

３
年

異動の一例

全国から

全国から

４ 陸上自衛隊の勤務の特殊性（１／３）

全国異動、警備区等内異動ともに、起点と
する官署はなく地方間の広域的な異動が主
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４ 陸上自衛隊の勤務の特殊性（２／３）

厳格な職務遂行義務 広範囲かつ長期の行動

事態即応の拘束性 危険性及び劣悪性

任務遂行のため個人の自由が制限
（危険な職務に従事、家族との別離等）

長期にわたる国内外での活動
（危険かつ過酷な環境）

平素より即応態勢を維持
（時期を問わず緊張感を持続）

実戦的な烈度の高い訓練
（任務に即応可能な高い練度を維持）

差し替え

差し替え
検討
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英国軍のＸ－Ｆａｃｔｏｒ（※）を参考とし、自衛官勤務の特殊性を整理・深化中
※ 英国軍人の基本給（俸給）は、同様の職務と責任を負う民間の給与水準をベースとした金額に
軍人の特殊性を評価した「X-Factor」を上乗せ（14.5％）した構造（民間給与を準拠とした俸給構
造は自衛官俸給と共通）

概 要

陸自が案出した４つの自衛官勤務の特殊性はX-Factorの全１２コ区分の要素を包含
⇒ X-Factorのみならず、外国軍における軍事の特殊性（民間人と軍人の違い）も参考
とし、特殊性に係る整理へ反映

総 括

Ｘ－Ｆａｃｔｏｒ（英国軍）【参考】 自衛官勤務の特殊性

①厳格な職務遂行義務

②広範囲かつ長期の行動

③事態即応の拘束性

④危険性及び劣悪性

区 分 評価する軍人の特殊性

自律性、管理制御性、柔軟性 自由の制限

混乱 頻繁な異動

個人及び集団の権利 争議行為への不参加

身分保障 厚い身分保障

ストレス、人間関係、仕事の影響 ストレス過多

昇進と早期の責任 昇進機会が多

家族からの別居 頻繁な家族との別居の反復

配偶者／パートナーの雇用
不規則な勤務による配偶者

の就労への影響

勤務時間 残業代不支給

休暇の許可 休暇取得困難

身体的及び精神的健康に対する危険性 危険性大

訓練、教育、自己啓発 教育機会が多

４ 陸上自衛隊の勤務の特殊性（３／３）
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